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プログラム概要

数学と社会の接点を広げる目的で、２０１０年度から「ジャーナリスト・イン・レジデンス(JIR)プログラム」を、日本数学会の協力を得て運営しています。

数学に興味のあるジャーナリストなどの方々が、国内の数学関係機関に滞在し、自由で自主的な取材・勉強をする機会を、プログラムは提供します。
これまでに延べ30人以上の参加がありました。ご職業は新聞記者・編集者・カメラマン・翻訳家・ライター・テレビディレクター・漫画家・弁護士などです。これまでの受け入れ機関を含め、詳しい情報についてはJIRのwebページをご覧ください。
概要は以下のようです（ただし、滞在先により条件が変わります）：
· 各期間での滞在期間は１－２週間が目安ですが、柔軟に対応できます。
· 標準的には、滞在費に加え滞在地への一回分の往復旅費を支給します。
· 滞在先ではオフィススペースなど必要な仕事環境を提供します。
· 滞在終了時に、簡単なレポートを滞在先へ提出していただきます。
· プログラム参加者のリストをwebページに掲載します。
· プログラムの成果を発表されるときはクレジットして頂ければ幸いです。

参加希望の方は下の応募書類を、藤原耕二あてにメールに添付してお送り下さい。メールアドレス　kfujiwara@math.kyoto-u.ac.jp
（件名はJIR応募などとしてください）
· 履歴書（一般的なもの）可能なら写真を添付
· JIR申込書 
· 関連する仕事のサンプル（任意）
藤原耕二　京都大学・理学研究科・数学教室

kfujiwara@math.kyoto-u.ac.jp
JIRのwebページ　http://www.math.is.tohoku.ac.jp/~fujiwara/jir/jir.html
ジャーナリスト・イン・レジデンス　申込書　
お名前

所属
Webpageなど
１．応募動機

２．滞在希望機関：５つ程度順位をつけて挙げてください。過去の受け入れ機関を参考にしてください。それ以外でも結構ですが数理科学関係に限ります。
３． 滞在時期と期間の希望（未定でも結構です）
４．期間中と滞在後の計画
５．応募者について問い合わせることの出来る方のメールアドレス（二人程度）

